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琉球に於けるパイン産業
発展上の諸問題 (3)

(第 49号の4頁 ･ 二二一

寄稿者 -渡 辺 教 き受

しかし私は色 の々栽培上の問題が必ずしも試験場で行

われなくても,農家自体で行える両がJF常に多V,とV,ラ

頒二も申し上げなければならない｡又その地方の試験場で

試験した結果でも自分の餌で今一度確かめ､やり方に多

少の変電を加えなければならないことも叫黙起 ってくる

ものと思いますo私はこれからの農家にとって一番問題

になることは､少しでも生産費を下げるとV,ふことであ

ると思V,ますが､このためには農民各位の創意工夫が大

安役に寸つものでありますO今この間題につV,て順次具

体的に申し上げたいと思います.

この間題につV,ては堆頓肥の施用問題､-I_要素施開最､

肥料の縄摂､施肥の時期､施肥のIJj法､微確元素の問題

ンの肥料は堆 蚊肥があれば､これを施すことは望 まし

vlが無ければ金肥だけでよく､堆血把もこれを耗く鋤き

.込むよりは地衣に穣 く浅く施すと効果が多V,｡金肥は萱

,6-併醗加里を1i､当8グラム､2グラム･8グラムの割合

で施せばよいが､新開墾地の様な処ではその半最でもよ

い場合が ある｡餅酸は今までの所､その肥 効が明かでな

vlo寧ろ多いと告があると言う成相が多いが､何れにし

ても､植物維中には餅を相当含んでV,るのであるから､

=LTfL欠′2憧胃が起 った場合に阿るから､博かに与えてお

けばJLT心であるoLかし､近ごろの棟に年産費の引き下

げが大きい問題にな ってくれば､餅酸はij-えなくてもよ

いと思うo肥料中電素の給原としては硫安が一番よく､

淋酸肥料に得粉が望ましV,が､過餅酸石灰でも少晶であ

れば感V,と言う莱患栗は出ていなvlo加里は硫酸加里が一

首よく塩化IJu里は望ましくないO魔桐の方法は株と株と

の問､特に純に近い所に穴を堀 って与えるか､あるいは

旭イ･拍了iに為肥として1年の2分の1-3分の1を株の下に

士とよく混合して与え､4-6か月以後の植物体に対し

ては草本が余 りに小さければ株間に穴を掘 って与えるこ

ともよいが､草本が大きければ下境の間に投入してやれ

パ イ ンの栽 培 上考慮 す べ諸 問題 のつづき)

ば､労^兜も安く経済的であるO施肥期は9月､3月､

6月のTJLJl施肥が普通であるが､年糾rPlの均分は11月に

今一度施肥する.Al1倍撒布の場合は2か月にJL71位､相

に雨季は少jlFi:づつ同数を多く分施することが窄まLv,と

述べた｡私は以上の事がパイン施肥 Lの概論としては､

間違いでなV,ことを今で も信じているのであるOしか

し､ これについては個jrの場合を考えると極めて巴 の々

例外があり研究の余地が多いO

(1)堆 厩肥 の 利 用

堆晩肥につV,て私が前述した結果は私がh湾摘部のfT

地でしかも比憶的1.粒の柵V,窄気の流通と言う点からは

耽ね中等と思われる土地で行った試験の紡晃にプ机へて述

べたのである この様な｣二地ではパイン横は一･般に0-10

センチメー トルの地下に最もJ多く//I(fJIL､叫把も6 lot

ンチメ- トルのi'yjEさ√こIj.えたはがLTt･良の成紙を′jtした｡

その筏､私は各地のパイン織培地でノミインの旧の分れiJthr

Lらべた結果-脚 こ パインのJR'よ0-.10センチメー トル

に多く分-lfげ ることが分ったが鵜に､Ji:11把も描く施した

力がよV,と言 ったわけである しかし･+.他のiJF･:/I(がよく

しかも炎｣･.が7ききV,所では顔糾し､(kいJ'JTから瀞W･まで多

ifTEの堆肥を施すことが出来れば-桝効果的であることも

考えられ､その他砧JBLIL壊や1号常の多V,所､tJiに地下水の

高齢 こよっては､自らユ勘把の使用効果も匙るわけである｡

尚私はパイン栽培に対する堆肥の効果につV,てもその使

用をrbく言わなか ったが､これは必ずしもノミインに堆肥

が不必要と言うわけではなV,｡堆肥を与えた組場のパイ

ンが生育のよV,ことは到る処でこれが誰明されている｡

私が言V,たV,のはパインは他のTTi物よりも化学 肥料だ

けで生育可能であるから､乏しい堆肥をパインにtj･える

よりはこれを他の作物に与え､/:インはその代りにtylで耕

し敷革を十分に!j-えて土鳩を膨軟に†架っておけばよV,と

言うわけであるO従 ってパインに対する鵬刷 ヒ使用の効

果は使用法に対する各位の研究により-F'lその効果を稚

(4)



描出来る もの と私は思うのである ,

(2)､三要 素 施用景

前記の如く机 よ 駁 論としてパ イン1年間 1杵､L'1施用

職 とするが､新聞懲地で地味のtlLIT.えた処ではその ､ド堀で

もよく･.zILETi三池では併酸､加 刊 まそのままとし､雫素のみ

は東に増加の饗がある串を述べたが､この職 ま一応 の其

本塩であ って 卜他の稀類や肥沃圧に よ って灸史をjmえる

ことの･Z闇であるiJiL･はさL'[:TSである｡パインはそのFl:.Iiの

令期に患V,て第-･米の様 なN,P205,K20の含有瑞

を示すか ら､ これ4:･;i:の勉刷比率はさ'/f然興 って くる.しか

し､三一喫,Fiの脆rU比率を この7Ji粥結果の比率に与えjtば

よいかと言 うと柄物は Jと守 Lも与えられた肥料を令鮒IJe

収するわけではな く､∴額兵の雨で流 される率 も違 って

くるし､ 卜域小には もともとこれ らの智東をそれぞれの

二L確に才朋,lj7'こ比率で 含有するか らT:_密議の施用率は厳格

な憩味では)御 -)なければならないolH.し私の巌 も叫味を

感じた却よ近 P.C PYM A TISSEAU BOURY及び

FAHMADA 共井 のギニヤに怠け るパインの施肥の施

肥租1が机の述べる比率 とほとんど同様の4-2-1を採

用し､しか も妙齢は余 り効柴が認められない為にその'AiLl

判としてJ1-0-4を認めている点であるO勿論 この比率

は更に加盟の必硬化の多い所では加ql.の増姫が行われ､

それぞれの地域で過 ､L'lな比率がLF',束ているか ら､琉球に

;第一表 /tイン草本中の三要素 (G)

(5)

志V,て も将来更に適-1L/Tな比率が生JLることを期待するわ

けである｡fT湾に才丁＼ハては姐:r弓･l公司 1-'1く実験農場で解楠

/詫代が,̂/:の様な実験結果を示している｡

窒素及びJnり里の施用墓について

A.窒素施 用重試験

- タタールyl植付本数を 27.000に(二 }/l]括､旺帖 120c

m./JF]間60cm,椎問36cm)とし舛 鮫 (過弊酸石ry()衣

び加里 (塩化加里)を-本当第一剛 丈任まで(約2年 間)

に夫 々5g及び20g施し､窒素(硫'女)は4gを単化 として､

0-6倍区の7r互をfl:り､ これ等の砲月Uj法を次の棟 に 行

った｡

.I/JこIJi,よりみると､開化率はNJ)施岬 'bBミ0か ら108kgに増

JJuすると急激に上 昇し､ これ以 Lでは店しい増加 率を示

さなV,が､収僅塊は108kg史では急激に増加し､更に32Ll

kgまではやや高V,上 昇率 を示して太 り､ この事は第 1何

をみれば一郎よく丁僻せ られ る a'1-2r祁ま平均黒 鯛の増

加を示したのであるが､こdtもまた同便の関係を示 して

いる｡尚第2岡では充実の率が零韻施F桝l(の増JJuと三村こ

_LfLLて いるが､ この 充実見と は果肉 が 故梓.T あ って

批IH,-),qf年として窄Lv,ものである｡ この試 験で分 った こ

とは以 l･.の他に､窄,k･を多 くするとnt実の醗匿が次 執 こ

純少し､その減少度は324kgまでは 行し く､それ以 上 に

なるとかん吏んになるO祈分の 弁 打率は零兵の増 加と関

係が認められないJ 窄束の施用は重た 梨-実の熱糊に関係

し､電束不足の為に草本のAl:青が越し く悠V,ものは 別と

して､NlとN5の間では成熟期の7),7=:が一週間に 達する と

い う0人実験は上記調蕪の他に嫉分析を行い､LIB内窒 素 と

4滴■との関係をも考燈してV,るが,以上の結果に基 き張

付 ま宅兵D施開通D限界を考え､宅娼 肥料 は1人 当12g

(- クタールyf324kg)が最 も終期 勺で､ これ以上の 施

肥は小棒.芹であるO但しこの実験を行 った場所は パイン

栽培に妓適の土地とはいえなV,から･最高収倍 量が少vl.

従 って条件をよくすれ ま360kg(l本当133g) までは 施

して も緯卿 勺に引き合 うようにす る功'が出来 る となし､

この様な土地では第1問の施用竜 (この場合は9月に 植 え

つけ捌 巴を与えず植付後 1か月た って第 一回の施 肥 を 行



第 2表･ 施肥方法

施 Jull 率 (,oo'〕

月 日 1 N

1953年10月7日 仁 一_｣25_-

195堕 押 目 _ 1 15

1954年6月17日 15

1954年9Fl17日

1955年3月7日

P K

】667 1667

1667 16.67

16,67

2500 2500

第 3表 開花 ､吸芽発生 及び収便宜調査

施 肥 機 JIJT

右側3cm 堅 さ3cm

lrTJ_側3cm 諮望さ3cm

右側3cm 誠実さ3cm

列上棟間 潔 さ3cm

背 け.bl fF'n 恥

処 押 区 ｢蒜 蒜 レ当

N｡ ｢ 0

Nl i 108

N2 1 216

N3 L 324

N4 432

NLE. 540

1乙 均

179 72 63

762 276 242

742 379 332

754 382 334

737 392 313

656 313 274

※ 植付ふ数が確論植付ふ数の87 5,Oof

篇1図 窒素施 肥蚤 と収穫量
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(6)

29 983

I7 992

18 986

I3 983

26 98I

49 924

#2図 窒素施肥丑 と平均果重 及び充実果 %

04 只 Jユ Ib ユ0 ユ4
1本当 N施 用量 (ど)



った)は植付本数27000ノ山こ対し60kgぐl′トり･'T22g)が鳩

当であり､第2FujRは70kg′1本jr'I26gト 第3回目 65kg.1

本当24g)､第4同日85kg(11㍍'f31g)とし､これ以 r二

の施肥は不純肝で第5同日の衆;-T花が 肥大しつつあるUjI-

の肥料は80kg(14､1̀/13.0g)位が適111で これだ け 施して

おけば1紺L'小に¥)矧よ緑凸を保ち､rrR甘の葺:.市にも好都

合であるとい')

以上の如くdr't'Ltの尖験によればパインは2か年間に 1本

､E/ll3.3g7)窒素を必喫とし､1年間には67gとな り､ ′tP:･者

の8gよりは少'F一七で経折的帆卓に達するとなしてV,る0本

実験の結射,よ必ずしもこれを硬接琉球に応 用することが

.ll;来ないことは､吉原氏が台把にあいてサラフク種を 用

い(tl派氏の場合は三芽雫)1本三L'(10gの窒素を 使用して-ク

クール当3回収穫で142トン (第一回収穫62トン)の成 精

をあげ熱帯閲芸試験分析に患V,ても8-12gを以 って最 良

となし､-ワイで も6-10g､ギネヤで も6-8gの窒 素が 施

FFトせられてV,ることからも想像せられるが､琉 球におい

ても新開墾地では1本門4g区と8g区では_4-:長に差 違が 認

められなV,場合が試験場の試験結果にみられるから､ こ

の様な試験が新摘地及び吏新地収ノノで検討せ られ､あ る

いは農豪各位の絡験から 卜分な検討が加えられ､筆 者の

8gに地域的変更が加えられるようになれば生産費 低下に

役立つ処が多V,と考える｡閲一同収穫後の肇素施 開局に

ついては 117jIiな試験紙BIi･がな く､ある場合には窮一同結

てV,る場合 もあり､その施m･rn･はJ'iil,一一回草イJの竹.lElf'に大

きV,関係があるものと思われるO従 ってそのノj面に怠け

第 4表 ヘクタール当収穫量

ろ斧位の研究 1)また'J-:riI裡腫 卜にIJ､きく1T.I,.つ もの と思

はれる｡

B カロ里方直吉召還 i式験

輔氏によると｣月巨巾に含まiLる嬰糸｢lrノミインの収gEを

/F/lJするものは加盟のみで､jJrl盟は牡′某7)大きさに はそ

れ程影響を及ぼさないが､-q=さ実の充rj3櫨に関係する処が

大きいL,.Yt;るにiT湾r)ヒ城はlJurtiを-含付するら71･が少く一

般に-クタールjl/f55-9Ckgで (普通十堀 士165-220kg)

であるから/:イソを哉j-ffする場合には30Ckgを毎年 増 施

することが畢生しいという,lL-qLt.の'-実験桔祭は.クの 様で

あるD

.試験を6区制とし､節1仰 山壁までに筆素2Cg､#脈1Cg

を各区に与え､加里は各区に美 O々g､Fg､lCg､15g､20g

25gづつ施 した C植 付方淡 はFul:rH96cm､二J/llhElU/'J]間54

cm,楳間36cm,-クタ-JL,当植付/ト数37039樟 実際植付

本数33,000本)としたolT7膚 は｢葛系でN,P,Kの袷頃に

の比料を5等分し､第 1何 日は植 付 楼約 1か月を経た

1954年9月22日に与え､順次1955年3月5ロー6月14日､

9月19日及び1956年3月8Rとし､施Tf1-Jj法lJj:最 初の3

同は軌間の種の願に探さ3cmの穴を堀 って 施し､/ト同

Hは件間の中央､第 5回F=ま稚TE撒布した｡11月2 Rに

-クタ-ルHZl10トンのよく乾燥したかや (N-110kg,P2

05-20kg､K20-90kgを含む)を敷V,た､ この試験を

行 った土壌は-クク- ルざ/19ekg7)加里を合んでいたO結

果は次の様であるL〕

(7)



第 5表 平均果重､充実果%及び吸芽発生数

上表をみると､開花率は加里の畳と関係がなvlo収穫

嶺は330kgまでは殆んど魔何県に比例して増加し､495k

gになるとやや上昇率が下 って来､それ以上は余り上 ら

なV'(第3図及びZ]図参照)Oなお加里が少V,と充実異の

JOo'も少vIことを示したが､i.れは菓分析の結果加里が少

V'と窒講の吸収畳も少いた めであるこが昇 った｡但しこ

の実験において加里の施用LT(が増加しても充実異の増 加

がみられなか った事は､恐らく塩化加里中の瓶葉の作用

であると思われるがこれについては後述する.

以上の伯にも色々の結果が認められ､果汁の酸度は 加里

の増加と共に増加し､従 って総勝星/総酸敬は下降し､

黒内の色はよくなり､ (但しC,PY,MA,TISSEAUそT)

他の実験結果では加里の増加は果皮の色をよくするが果

肉の色は悪くなる事を示している)､開花期及び成熟期

は多少お くれる結果が得られたo

是を要するに蘇氏はパイン栽培に加里の施用が極めて

重要である>_の結果を得､各種の事情を考慮の上1本当

10g僅匿の施岡を必要とする結論に達したが是の畳 は築

者の8gに比してなお2gヱ)増加があるO加里がパイン草

本に極めて多量に含まれることは第 1表にも示した通 り

で,加里の施用愚の増加が収局の増加を虎すことは既 に

台袴でも内山氏は加里の先を033gから131gに増加する

程収穫Ei-も多か ったという結果を得て去 り､その他の 国

においても1本当135gまで施してV,る場合が あるo L

かし一方からV,うと台糟患家便覧によれば､台湾の土壌

(8)
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は一般に加里の倉見が多V,との記事･があり､茅義農業試

験支所のパイン肥料試験では1本当47gが経済的な最高

収巌を得ており､ノ､ワイにぶV,ても1,%クエン酸に溶解

する加盟の崩が土壌の002,00'以 卜であれば加月l･.の肥効が

現われ､003,cc'以 I二であれば施肥の効果はないと称 し､

場所により蟹A･Jj膵は りも多く施してV,るところもあり

少V,ところもある｡瓜は以 Lのilrl=某から8g(開 墾 地で

は/1g)と決荘したが､この砧は何れにしてもこし二機 中の

1Uu里含有鼠lU,ご/F-される処が多く､土地により十分 な検

討が加えられるべきである.叉加盟の施用星が増加する

と風軸 て人くなり淑帆による倒伏が少V,との試験結果も

あるから琉球ではこの点も考慮すべきである｡なお上記

したところは節llrJJ収穫までの施脚 誌であって､株LiI,汝

の施用屯については別にPJえる必要があり､蘇氏はこの

他絹限度を5gとなしてV,るO粧上し後の施 周虫につい

ては新旭鼠と同:niのJ肌聖が施されている場合もあり､あ

る場合には全く施されず窄嘉のみの｣数合 もあって､今後

さらr1.分な研究がLyl待されるo

C りん酉袋施用丑試験

パインに対する燐酸の肥効については幾多の試験がF]-･

われてV,るが一部の試験結果以外は施肥の効果は認 めら

れていなV,｡ジョンソン氏はノ､ワイにおV,てパイン栽培

｣.rPには有効f#酸が殆んど娼跡しか認められないに拘ら

ず､パインの壬巨青は正,,常であるとvIV,､ポー トリコにお

いても-ンリツクソン氏はノミインの生育には騨酸は傾 く

徽放しか必要でなく､燐の施肥は反って有胃であるとい

ってV,るO台湾に急いても併酸の肥効は明かでなく､朝丘球

に虫V,ても今までの簡単な試験の下では隣酸の効 果は明

かL,ないU私は併酸の勉肘敬を一応窒素の4分の 1とし1

-2gの施用を奨めたが､これは必ずしも燐酸の効果を

認めたがためではなく､姉娘欠乏のために不慮の減収を

火すことがあってはいけないと考えたからである｡何 故

ならば妨酸の施用によって増収を来たしてV,る例は台湾

にも一例あり､貰哉農諭では-本当375-55g施Jflした

場合に上削又を来たし､-ワイではナイチンゲ-ル姥が燐

酸D依川は開花,uJTに必輩であって､これがイく足すると減

収を来たすという結論を得ている｡

u f.の僕で餅酸のJJE!効についてはまだ不明の点 も多い

が､その必賓iIlL･が極めて少く､過多に実するとむしろ有

背であることは概ね一致した結論であるから将来これの

施網をどの程度に行うかIは叉､生産車 低下Lの一つの因子

となり得るものと思う｡

(3)微 量 元 素 の 施 用 窒素､尿酸､加里以外の

栄墓戒で現在パイン栽培地の一部で施用せられあるV,は

施用する事によってよい結果が得られたと報告せられて

V,るものにマグネシューム･7エソ､飼､硫黄､モ I)ブデ

ン､マンガン､弥栄､鉄等があります｡この中硫黄は硫

安その他の化学肥料に含まれるから､肥料として施用す

る必要はなV,が､琉球に患V,てはやや中性あるいは弱ア

ルカリ性土壌にパインが栽培され､集が紅色乃至黄色､

あるV,は 白色を呈す る場合が あり､この 場合は土塊反

応 を酸性化するためにSを施すと有効なことが考えられ

る｡しかし多良の硫黄を施して (-ククール当1-2ト

ン)まで栽培すること自体に無理があり､生産費高にな

るから､むしろこのような土地には栽培しないことが賢

明な策であると思う｡亜鉛､銅､鉄､マンガン､モ リブ

デン､仏滅等は極めて少盛の存在によって正常な生育が

行なわれるから普通は施用の必要も認められないのであ

るが場所によりけつ乏症状を呈する場合があり注意を要

するoyJJえば沖鮎本島におV,ては我々が台湾におV'て見

られなか ったような一一例えば植付後間もなく草本の生

育が止 まり地殿から折れたり､あるV,は生長が異常で典

は仲良せずクキが伸長する病状を認めるが､これらにつ

V,ては病原体の寄生の方面からは勿論､徽盛元来のけつ

乏の方湖から研究の要があるものと思う｡

亜鉛のけつ乏症状は張に半透明の黄色斑点が出来､甚

しくなると丈の中央がかつ色になりちじんで くるが､ こ

のような場合には1/Oo'の統酸_FB'鉛を-ククーJL,当20kg位

1-2坦懐簡撒布すれば回復する｡なおクインスランド

では亜鉛の:映乏は飼のけつ芝と同時に起り､植物体が鶴

の首のようになる場合があり､硫酸亜鉛及び､硫酸銅を

夫 2々5kg施せば回復するというOマグネシュームけつ乏

病は砂質の酸性土蟻に栽培したパインの古V,基のFiに黄

色斑点を生ずるが硫酸マグネシユ-ムを施せば回復し､

その最は加里施用畳の5分の 1位といわれるOなおマン

ガン､モ リブデン､朋栄等も正常な生育のために必要で

あるとV,われるが､この必要畳は亜鉛やマグネシユ-A

に比戟すれば甚しく徽最であるO鉄はノ､ワイで多く施 さ

れるがこれは-ワイの土地にマンガンを多く含む土壌が

あり､為に鉄の吸収が悪くなるためで台糟や琉球では心

配の必空きがないと思う.

(香川大学教j受 康博 渡辺 正一)
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